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平成20年9月期決算総括

今後の展開

ＣＯＮＴＥＮＴＳ

平成21年9月期通期業績予想
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増減率
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（単位：百万円）

１ 平成20年9月期決算総括（連結）平成20年9月期決算総括（連結）
決算総括決算総括

●前期比売上減の要因：

・住宅設備業界向けNIXAM製品、生産設備業界向け基板クリーナーほかで前年同期比約65百万円プラスとな
るも、製造業全体の投資抑制に伴う減産調整により、事務機器業界向け・家電業界向け・産業機器業界向けの
プラスチック・ファスナー、NIXAM製品などの売上が約320百万円マイナス

・海外自動車用ARINIXなどの売上が約60百万円マイナス

●損益面の要因

・高付加価値製品を含む売上ダウン、値下げ要請への対応ほかによる売上総利益率の低下（マイナス）

・原油価格の高騰によるプラスチック原料価格の上昇、内部統制管理体制強化関連費用増及び輸送費の高騰

など（マイナス）

・固定資産除去による特別損失（マイナス）

・広告宣伝費、外部委託費用など営業経費節減及び社債発行費などの圧縮（プラス）1



売上マーケット構成
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決算総括決算総括
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売上マーケット別（通期）前年度比増減(連結）
決算総括決算総括

3
-80.0%

-70.0%

-60.0%

-50.0%

-40.0%

-30.0%

-20.0%

-10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

７７期(H19/9月期）比実績

事
務
機
器

生
産
設
備

家
電

自
動
車

住
宅
設
備

環境衛生

そ
の
他

-7.7%

+1.0%

-36.9%

+0.9%

+15.1%

-66.6%

-5.6%



決算総括決算総括

4

<4,650><4,650><4,905><4,905> <4,966><4,966>

3,452
(74.2%)

3,767
(75.9%)

3,561
(72.6%)

1,038
(22.3%)

1,052
(21.2%)

1,240
(25.3%)

160 (3.5%)
147 (3.0%)103 (2.1%)

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

工業用プラスチック・
ファスナー及びプラス
チック精密部品

生産設備冶具

その他（金型）

７６期
(平成18年9月期)

７７期
(平成19年9月期)

７８期
(平成20年9月期)

百万円百万円

製品別売上高構成（連結）



決算総括決算総括

5

208

3,968
2,894

55

19.1%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

７６期
(平成18年9月期)

７７期
(平成19年9月期)

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

〈4,905〉

366

541

31

〈4,966〉

1,809

41.7%

７８期
(平成20年9月期)

260

3,019

119

1,251
35.1%

〈4,650〉
アジア

北米

その他

国内

百万円

海外売上高
比率

売上高実績推移＜連結：地域別＞



連結貸借対照表概要
(単位：百万円）

固定負債

流動負債

固定資産合計

流動資産合計

▲11.2%▲6345,6665,032負債及び純資産合計
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金額
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POINTPOINT

1
2

3
4

・ 現金及び預金 779百万円減
・ 受取手形及び売掛金 68百万円減
・ 有価証券 200百万円増

・ 現金及び預金 779百万円減
・ 受取手形及び売掛金 68百万円減
・ 有価証券 200百万円増

1

・ 支払手形及び買掛金 82百万円減
・ 一年以内返済予定の長期借入金154百万円減
・ 一年以内償還予定の社債 310百万円減

・ 支払手形及び買掛金 82百万円減
・ 一年以内返済予定の長期借入金154百万円減
・ 一年以内償還予定の社債 310百万円減

3 ・ 社債 50百万円増
・ 長期借入金 116百万円減

・ 社債 50百万円増
・ 長期借入金 116百万円減

4
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・ 有形固定資産 122百万円減・ 有形固定資産 122百万円減
2
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平成21年9月期通期業績予想（連結）
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２

●売上減の予想要因

・工業用プラスチック・ファスナー及びプラスチック精密部品

主要顧客における減産調整の長期化

・生産設備冶具（マガジンラックほか）

設備投資抑制による売上減

・客先海外シフトに伴う自動車業界向けＯＥＭ製品の売上減

●損益面の予想要因

・受注減及び価格競争による収益悪化

・円高による輸出取引の収益悪化

・素材開発や新規案件のための研究開発費の増加

業績予想業績予想
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７９期(H21/9月期)マーケット別売上予想（連結）
業績予想業績予想

７８期(H20/9月期)比予想
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期別売上高 並びに 経常利益率の推移(連結）
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ご採用頂いている主なエンドユーザー様
敬称略、順不同

業績予想業績予想
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（１）培ってきた技術の展開

今後の展開今後の展開

今後の展開３
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< 燃料電池部品技術 >
ﾓﾊﾞｲﾙ機器用ｺﾈｸﾀ､
ﾊﾞｯﾃﾘｰｶｰ用ｶｰﾄﾘｯｼﾞ
開発で培った技術の
「新分野」への展開

< 防虫忌避部材 >
(ARINIX )

ｶｯﾌﾟ式自動販売機業界に
加え、「応用領域・業界」

への拡大展開

< NIXAM  応用技術>
(住宅設備業界向け継手)
「部品単体」販売に加え、

「配管継手ユニット」
の量産化準備開始

R

R

環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の拡充環境ﾋﾞｼﾞﾈｽ領域の拡充



（２） 欧州拠点設立（ドイツを予定）

※ 人材は確保

※ 具体的市場ニーズの詳細調査を継続中

・生産設備・冶具（マガジンラック） の拡販

・住宅設備市場および旧東欧地域での

家電市場などへの参入

視野に
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今後の展開今後の展開



おわりに

ＮＩＸは、
“キラリと光る技術によってお客様の製品を

陰からデザインする価値創造企業”として

｢オンリ－ワン製品｣による､イノベ－ティブ・ソリュ－ションを提供し､

｢Ｍａｄｅ ｉｎ Ｊａｐａｎ｣を、世界のマ－ケットに展開すべく

これからも努力を続け、 NIXの原点である
｢Nothing to Something･･･(無から有を生み出す創造力)｣

を発揮してまいりますので、どうぞ宜しくお願い申し上げます

ご清聴有難うございました
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＜お問い合わせ先＞

株式会社ニックス

管理本部 本部長： 先本孝志

TEL ： 045-221-2001 FAX ： 045-221-1230

E-mail ： 2ixir@nix.co.jp

NIXウェブサイト www.nix.co.jp

ニックス 検索
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